
近年、貧栄養化や夏季の水温上昇などの影響により、瀬戸内海全体で養殖牡蠣の
生産量が減少している。さらに、天然資源に依存している種苗が確保できない年
が頻発している。

三津湾の特性を生かしたカキ養殖の効率化・高付加価値化

３到達目標・方法

１課題

Ｒ６研究中

×

２概要 三津湾の環境を調査し、下水処理緩和運転の必要性と実施の効果を検討する。ま
た、海底水揚水装置によるカキ肥育効果や海水温低下効果を現場検証し、養殖の
効率化をはかる。併せて、採苗実験により、採苗の安定化、三津湾の牡蠣の高付
加価値化の検討を行う。
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▲海底水揚水装置「 SPALOW」
※2024年4月17日時点 最新モデル

▲海洋調査の様子
※2024年5月22日

※SPALOW（Solar Powered Air-Lift for Ocean Water）
牡蠣筏上に設置することで、良質な植物プランクトンのタネを含む水深10～20ｍ

の栄養豊富な海底水をくみ上げ、良好な牡蠣の成長をもたらすとともに、低温の
海底水により水温を低下させる自立型牡蠣肥育装置。
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（１）三津湾の状況把握
牡蠣養殖に活用するため、三津湾での詳細なデータを把握

（２）底質の状況把握
三津湾の環境改善に活用するため、海底の栄養や微生物等の状況を把握

（３）下水道処理緩和運転の効果検証
緩和運転実証実験の前提条件となる水質と牡蠣の状況を把握

（４）海底水揚水装置SPALOWの効果検証
装置の貧栄養・高水温への対策としての効果を検証

（５）採苗の試行
他海域で実施している採苗の三津湾での実施可能性を検証

（６）ICT化バージョンSPALOWの活用
装置の多機能化による普及拡大の可能性を検討


